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１ ポートエッセイ  －昨年の各港の実績は？ 

               新潟港は薄日、直江津港は晴れ－ 

                  ～日本港湾振興団体連合会会長(新潟市長) 篠田 昭～ 

 

２ トピック 

 

●両津港がみなとオアシスに登録 

（北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所） 

 

●第１回北海道太平洋側港湾ＢＣＰ策定検討会の開催 

（北海道開発局港湾空港部港湾計画課） 

 

●別府港海岸事業完了報告会が開催されました 

               （九州地方整備局 別府港湾・空港整備事務所） 

 

３ お知らせ 
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 昨年の各種データが先月頃からまとまってきている。各地の港湾のコンテナ取扱実績も速報値が発

表されていることと思う。新潟県内の港湾実績も新潟県から示されたので、参考までにご紹介する。 

(新潟港は過去３番目の数字) 

 新潟港の外貿コンテナ取扱量は１８万１７３４TEUとなった。２０１１年は３・１１大震災で被災

地域の支援物資の集約基地となったことや被災地域港湾の代替機能を果たしたことなどで２０万TEU

を超えた。これは例外の数字だが、昨年の実績は前年の１８万５６２６TEUに届かず、前年比９７．

９％となった。実入りコンテナの数字も１２万９１２９TEUで前年比９４．９％とちょっと残念な数

字で終わった。 

 大きな輸出関連産業が弱い新潟市では、円安のメリットをあまり享受できず、紙・パルプや古紙な

どの再利用資材が落ち込んだこともあって、実入りで前年比８６％台に落ち込んだことが響いた。輸

入は衣服、身のまわり品、履物などが好調だったが文房具や運動娯楽用品などの日用品が不振だった

ため前年比は９９．８％とほぼ横ばいだった。 

(直江津港は５年連続で過去最高) 

 一方、直江津港の方は３万１３４１TEUと昨年も過去最高を記録。これで５年連続の記録更新とな

った。しかし、こちらも輸出は円安効果を活かしきれず実入りでは前年比９８．６％で終わった。輸

入は建築資材や農産品などが好調で、実入りは前年比１１７．８％と大きく増加した。 

(それぞれの港湾で分析し対策を) 

 それぞれの港湾でも結果が出、既にその分析と対策に動き出していると思う。アベノミクス効果は

地域によってかなり差が出ているように思うし、円安効果についても同様ではないだろうか。港湾の

実績をしっかりと見つめながら、これからの「まち・ひと・しごと創生」の総合戦略づくりに活用し

ていこう。 
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●両津港がみなとオアシスに登録 

（北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所） 

 

3月 1日（日）に佐渡市の佐渡インフォメーションセンター（愛称：あいぽーと佐渡）にて、「み

なとオアシス佐渡両津」の登録交付式が行われました。これにより、北陸地方整備局管内で 13 番

目、全国では 80番目のみなとオアシスが誕生しました。 

みなとオアシス佐渡両津は、世界文化遺産の暫定リストに登録されている「金を中心とする佐渡

鉱山の遺産群」、「日本ジオパーク」、「世界農業遺産（ＧＩＡＨＳ）」の世界的３資産や野生のトキ、

薪能などの自然や伝統芸能・文化を有する佐渡島の玄関口である両津港周辺エリアに位置していま

す。 

両津港周辺では、これまでも「両津川開き七夕まつり」や「佐渡ロングライド」などのイベント

が開催され、地域振興の場として利用されています。 

この度、みなとオアシスとなったことから、観光の情報発信が強化され、島内外と交流が増加す

るなど、地域の更なる発展が期待されます。 

3 月 14 日に北陸新幹線が開業、4 月 21 日には直江津－小木港間に高速カーフェリー「あかね」

が就航し、佐渡島がますます近くなります。 

自然・歴史・芸能文化が沢山詰まった魅惑の島、佐渡へお越し下さい。もしかしたら、野生のト

キにも会えるかも知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいぽーと佐渡 

佐渡汽船ターミナル 

みなと中央公園 

 

「みなとオアシス佐渡両津」全体写真（提供：佐渡市） 

「あいぽーと佐渡」（提供：佐渡市） 

「みなとオアシス登録交付式」の様子 「みなと中央公園」（提供：佐渡市） 



●第１回北海道太平洋側港湾ＢＣＰ策定検討会の開催 

 （北海道開発局港湾空港部港湾計画課） 

 

平成 27年 2月 16日（月）、｢北海道太平洋側港湾ＢＣＰ策定検討会｣を札幌市で開催しました。 

本検討会は、北海道太平洋側港湾（函館、室蘭、苫小牧、十勝、釧路、根室の 6港湾を対象）が、

広域かつ甚大な被害が発生した場合に港湾物流機能の継続もしくは早期回復のため、北海道開発局、

北海道庁、港湾管理者等、関係機関が連携・協働して取り組む共通の行動計画の策定を目的として

設置し、検討を進めています。 

最初に、岸座長（北海道大学工学院准教授）から、｢各港湾における横の連携は重要。まずは考

え方を整理し、策定後の訓練などを通じて、長期的なスパンでの検討が必要｣と述べられました。 

引き続き、事務局より｢本計画の役割と基本方針｣、｢港湾物流機能継続のための目標・方針｣等に

ついて提示しました。 

委員からは、｢多様な被害が想定されるため、計画にこだわらず臨機応変に対応することが大事｣

など、多数の意見が出されました。 

次回以降は、機能継続のための行動計画についての検討も進め、平成 27年度中を目標に｢北海道

太平洋側港湾ＢＣＰ｣を策定する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●別府港海岸事業完了報告会が開催されました 

（九州地方整備局 別府港湾・空港整備事務所） 

 

高潮対策として平成１３年度より整備を進めていた別府港海岸事業の完了報告会が２月２１日

（土）に開催されました。 

 式典では、広瀬大分県知事（代理 二日市大分県副知事）、浜田別府市長、鈴木九州地方整備局

副局長の式辞に続き、来賓祝辞、事業概要の説明が行われた後、地元保育園児も参加してテープカ

ットが行われました。 

別府港の海岸線は、港の拡張整備等に伴い築造されてきましたが、老朽化が激しく、また、高波

等に対する防護機能も不足しているため、越波や高潮による被害が継続的に発生していたことから、

平成１３年度より直轄海岸保全施設整備事業（高潮対策）に着手しました。 

検討会の状況 

の様子 

岸座長の挨拶 



事業実施にあたっては、海岸利用と環境に配慮した「海岸づくり」を目指し、ワークショップ等

による住民参加型の計画策定手法を取り入れ、平成２６年度に整備を完了しました。 

高波等による背後地への浸水防護効果をはじめ、整備による海岸景観の向上や生物生育の場の創出

による海域環境の向上等の効果が期待されます。 
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＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊： 

供用式典 

完了報告会 

上人ヶ浜地区 餅ヶ浜地区 北浜地区２ 北浜地区１ 


